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茨城県教育委員会学校保健・学校安全推進校
研究主題

健康で安全なライフスタイルの確立を目指す生徒の育成
－保健学習・保健指導・「若あゆ」の時間を通して－

北茨城市立華川中学校

Ⅰ 研究の概要

健康で安全なライフスタイルの確立を目指す生徒の育成１ 研究主題
－保健学習・保健指導・ 若あゆ」の時間を通して－「

２ 主題設定の理由
( ) 本校の教育目標から1
本校では かしこく＝ 努力 すること たくましく＝ 健康 であること あたたかく＝ 修， 「 」 ， 「 」 ， 「
養」することと捉え，その具現化のために日々取り組んでいる。
特に本校教育目標の具現化のためには，自分の健康や安全に関心を持ち，自ら考え，判断し，
主体的に問題を解決する力と，それらをどのように身につけたらよいかを考え，実践することが
できる生徒を育成したいと考える。

( ) 生徒の実態から2
本校は，山間の小規模校で生徒は，素直で明るく，のびのびと生活している。また，挨拶も良
くでき，朝食の欠食生徒も少なく食後の歯磨きが習慣化されているなど，基本的な生活習慣は，

。 ， ， ，ほぼ身に付いている しかし アンケートの結果から 喫煙や飲酒に対する考え方に甘さがあり
自分自身の健康についての意識が低いことが分かった。このような点からも，健康で安全なライ
フスタイルの確立を目指す生徒を育成したいと考える。

( ) 今日的の課題から3
今までの健康教育では，知識が行動の中核であるという考え方が主流であり，知識を理解させ
ることに重点が置かれた。現在の考え方は，生涯を通じて，自らの健康を適切に管理し，健康に
およぼす環境を改善していく資質や能力の基礎を培い，心身の健康を保持増進するための実践力
を育成することが，大切であるとされている。
平成１３年度茨城県学校保健・学校安全研究大会でも健康づくりには 「健康課題への変化」，
一人一人の生活習慣，つまりライフスタイルが健康に大きく影響することや「若者の健康課題の
深刻化」薬物乱用，性の逸脱行為，生活習慣病などが増えていること 「健康観の広がり」総合，
的かつ主体的に健康を捉えていくこと 「ヘルスプロモーション」健康を支援する政策，教育，，
医療サービスといった様々な環境をよりよいものに変えていくこと 「高度情報化時代」自ら情，
報源にアクセスするとともに，自ら情報を取捨選択していく能力の必要性をあげられている。
以上のような視点から本校の研究主題を設定し 保健学習 保健指導 総合的な学習の時間 若， ， ， （「
あゆ」の時間）などの教育活動全般を通して研究を進めることにした。

（目指す生徒像）３ 研究のねらい
( ) 健康や安全に関心を持てる生徒1
生徒の環境や身近な事から健康に関する問題ついて，自分のこととして捉える事ができる生徒
を育成する。

( ) 健康や安全についての正しい知識を身に付け適切な行動がとれる生徒2
生徒が発達段階に応じて健康や安全について，保健学習・保健指導・総合的な学習の時間「若
あゆ」の時間で正しい知識を身に付けることにより，自分の健康や安全について正しい知識をも
とに，より適切な行動を取ることができる生徒を育成する。

( ) 将来にわたって，健康で安全な生活ができる生徒3
生徒や生徒の家族が，健康や安全についての正しい知識を身に付け，日々の生活に生きる実践
力を育成する。

４ 研究の仮説
( ) 仮説１1
保健・安全についての学習を通して，課題を調べたり解決したりして，達成感や成就感を味わ
うことができれば，将来にわたって健康で安全な生活習慣や考え方を身に付けることができるで
あろう。

( ) 仮説２2
生徒一人一人が，①「つかむ」②「調べる」③「まとめる」④「発表する」⑤「環境を変え
る」の基本的なプロセスで，学習活動や「若あゆ」の時間に，興味関心を持って，主体的に取り
組めば，将来にわたって健康で安全な生活習慣や考え方を身に付けることができるであろう。
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５ 研究の方法
( ) 研究の進め方1
① 研究の方向性を示し，研究を計画的に行うために，研究推進委員会及び各研究班を中核に置
き研究を進める。
② 授業研究班では，主に指導計画の作成，授業における学習過程や学習形態の工夫・改善等に
関することを，調査・資料・環境班では，生徒の実態や環境の整備等に関することの研究を
進める。

， ， 。③ 全体会では 研究推進委員会及び各研究班の提案を協議し 共通理解を図って研究を進める
④ 保健学習，学級活動（保健指導 「若あゆ」の時間（総合的な学習の時間）では，保健安全），
に関する問題解決的な学習の研究を進める。

( ) 研究の組織2
授業研究班

研究推進委員会 全 ○磯辺・小野・會澤
校 教 園部・山邉・國井

◎伊藤・磯辺 体
長 頭 ・山邉・菊池 調査・資料・環境研究班

☆関根 会 ○菊池・柴田・橋本
・鈴木

６ 研究の経過
３年次（平成１４年度）

月 活 動 内 容 月 活 動 内 容

．第１回全体会（４日） ★第１回県推進校訪問指導（ １日）
保健学習，保健指導に取り組む昨年度までの経過説明と今年度の見通

４ ・第６回推進委員会しについて
・第１回推進委員会（１５日） ・第１１回全体会
・第２回全体会（３０日） 「若あゆ」の時間の最終打ち合わせと発
・第１回部員会（３０日） 表会について10

・第７回推進委員会本年度の研究の進め方
・第８回部員会

・第２回部員会（ ８日） ・第１２回全体会
５ ・第３回部員会（２０日） 若あゆ博についての最終確認
「若あゆ」の時間の進め方 ※性に関する講演会
・第３回全体会（３０日）

★第３回県推進校訪問指導
・第４回部員会（１０日） 学校保健・学校安全公開授業（ １日）
・第２回推進委員会（１１日） 若あゆ博（第３学年）
６ 指導案検討会 保健学習（２年）11
・第５回部員会（１３日） 保健指導（１年）に取り組む
★第１回県推進校訪問指導（２５日） ・第１３回全体会（ １日）
・第４回全体会（２８日） ・第８回推進委員会

・若あゆ博（第２学年）
・第３回推進委員会（ １日）
生徒の実態把握アンケート実施 ・若あゆ博（第１学年）
・第５回全体会（ ９日） 第９回推進委員会
７ 「若あゆ」の学習の実施状況報告会 ・第１４回全体会12
・第６回全体会（１９日） 若あゆ博及び２学期の反省について
・第６回部員会（２３日）
・第７回全体会（２４日）
今後の見通しと各部員会の打ち合わせ ・第９回部員会
１学期の反省 １ 「若あゆ」の時間の反省の考察について

・第１０回推進委員会
・第８回全体会（２１日） ・第１５回全体会
８ ・第７回部員会（２１日） 来年度の見通しについて
２学期の計画と発表会までの日程及び
仕事の確認 ・第１０回部員会

本年度のまとめについて
・第４回推進委員会（ ２日） ２ ・第２回学校保健委員会
・第５回推進委員会（ ５日） ・第１６回全体会
指導案検討・発表会資料検討 今後の構想について

９ ・第９回全体会（１０日）
★研究推進校要請訪問（１１日）
※保健集会（１９日）
薬物乱用防止集会（県警フレンド号
第１回学校保健委員会（１９日）
・第１０回全体会（２５日）
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Ⅱ 研究の実践
１ 授業研究部の実践
( ) 年間指導計画の検討について1
１年次の反省を受け，学級活動年間指導計画を実施時期と発達段階を考慮し，作成をした。
「若あゆ」の時間の学習指導計画は，各領域や教科の年間指導計画との関連を図り，保健や安
全について学習に取り入れられるように作成した。

( ) 指導案2
① 学級活動指導案について
生徒一人一人が 適切な行動と実践力 を身に付けるために 学習の基本プロセスを ① つ「 」 ， ， 「
」 「 」 「 」 「 」 「 」 ，かむ ② 調べる ③ まとめる ④ 発表する ⑤ 環境を変える の５段階としてとらえ

教師が適切な課題を提示することで，学習効果を高めることを目指した。
平成１３年度においても同様にすすめ，平成１４年１月の研究推進校訪問時には，以下のよ
うに変更した。

（平成１４年１月版 縦型）A4
第 学年 組 学級活動指導案○ ○

○○○○指導者
１ 題材

２ 主題設定の理由

３ 指導のねらい

４ 研究主題との関連

５ 学習計画

学習計画 月日 学習活動と支援・援助 活動の場過程

事
前

本
時

事
後

６ 本時の学習
( ) 本時の活動テーマ1
( ) 本時のねらい2
( ) 準備・資料3
( ) 展 開4

学習活動・内容 支援の手だて（ ）と評価（ ）流れ 時間 ○ ＊

～

学習課題
環
境

○～指示する。 ～説明する。 ～ほめる。を
＊～することができたか。〈観察／発表〉か

え
る
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② 保健体育科学習指導案について
保健体育科では，特に，保健学習において，指導案形式を変えてきたが，最終的に下記の
ようになった。

( ) 授業の改善と工夫3
学級活動の一般的なプロセスは，①発見して ②工夫して ③解決するというパターンである
が，本校では，①つかむ ②調べる ③まとめる ④発表する ⑤環境を変えるという学習プロ
セスで授業を進めてきた。本校では，この⑤の「環境を変える」に重点を置き，主題にせまるた
めの授業を展開してきた。また，題材を１単位時間としてとらえるだけでなく，単元扱いでとら
えてみた。しかも，従来の授業形態だけでなく，多様な授業を展開した。以下は，実践した内容
である。

ｏ ＴＴ授業による学級活動（担任・学年主任・養護教諭）
・題材名 傷害の防止と病気の予防（平成１２年５月実施）
ｏ ＴＴ授業及び２時間扱いによる学級活動（担任・養護教諭）
・題材名 私の食事について（平成１２年９月実施）
ｏ 複数時間扱いによる学級活動
・題材名 性交と避妊（平成１２年９月実施）
ｏ ブレインストーミング法を用いた，２時間扱いによる学級活動
・題材名 たばこと健康（平成１２年１１月実施）
ｏ ＧＴ授業及び複数時間扱いによる学級活動（担任・養護教諭・栄養士）
・題材名 私の食事について（平成１３年６月実施）
ｏ 単元扱いによる保健学習
・単元名 心身の機能の発達と心の健康（第１領域 からだの発達）─

（平成１３年２月実施）
ｏ ロールプレイング法を用いた，スキル学習による学級活動
・題材名 と言える自分NO

─“死への近道”アルコールとイッキ飲み─（平成１３年６月実施）

（平成１４年１月版 縦型）A4
第 学年 保健体育科（保健分野）学習指導案○

○○○○指導者
１ 単元名
２ 目標
３ 単元について
( ) 単元のねらい1
( ) 生徒の実態2
( ) 指導観3
４ 研究主題との関連

５ 学習計画

学習計画 主な学習内容と方法 関・意・態 思・判 知・理

第１次

第２次

第１時 課題をつかむ・調べる
〃第２時

第３時 環境を変える

６ 本時の学習
( ) 目標1
( ) 本時で押さえたい基礎・基本2
( ) 準備・資料3
( ) 展 開4

学習活動・内容 支援の手だて( )と評価の視点（＊）つけたい力 ○

環
境
を
か
え
る
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題材名 もし友達からたばこを吸うよう勧められたら（平成１４年１月実施）・

煙草，飲酒，薬物乱用防止の授業での教師とのロールプレイングの様子

ｏ ブレインストーミング法を用いた，スキル学習による学級活動
・題材名 ストレス対処

─「この気持ち，どうしたらいいの？」─（平成１３年１０月実施）
ｏ 演習を中心とした学級活動
・題材名 ＲＩＣＥ処置について（平成１３年１１月実施）

応急手当（ＲＩＣＥ処置）の授業の実習の様子

ｏ ロールプレイング法を用い，ＴＴ授業及びスキル学習による学級活動（担任・養護教諭）
題材名 もし友達からたばこを吸うよう勧められたら（平成１４年１月実施）・
ｏ パビリオン方式で行った発表を中心とした保健学習
・単元名 健康と環境（平成１４年１月実施）
ｏ ブレインストーミング法を用いた，ＴＴによる保健学習
・単元名 健康な生活と疾病の予防（平成１４年１月実施）
ｏ ＧＴ授業，演習を中心とした学級活動（学校歯科医・担任）
・題材名 歯みがき教室（平成１４年６月実施）
ｏ ブレインストーミング法を用いた，学級活動
・ （平成１４年６月実施）題材名 心の健康
ｏ ロールプレイング法を用い，ＴＴ授業及びスキル学習による学級活動（担任・養護教諭）
・ （平成１４年１０月実施）題材名 もしお酒を勧められたら
ｏ ブレインストーミング法を用いた，ＧＴによる保健学習
・単元名 健康な生活と疾病の予防（平成１４年１０月実施）

( ) 「若あゆ」の時間4
① 名前の由来
総合的な学習の時間の名称を，本校の歴史ある応援歌の歌詞から命名し 「若あゆ」の時間，
とした。 （平成１３年７月）

② 本校の特色
ア 異学年集団
全校生徒でガイダンスを行い 「１３０歳まで長生きするためには」という大きなテーマ，
のもと，個人の課題作りに取り組んだ。個々の課題は，下記のようなグループに分類され同
じような学習課題を考えた生徒同士を小集団とし，異学年のグループを結成した。
Ａグループ：健康，環境に関すること
Ｂグループ：疾病（病気・けが）に関すること
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Ｃグループ：安全に関すること
イ ＧＴの活用
校医や救急救命士，警察の方々等多くのＧＴ（ゲストティーチャー）を招き，体験的・問
題解決的な学習を進めてきた。また，校外学習や保健集会でも学校歯科医や薬剤師，地域の
各施設等からの協力をいただいた。
ウ 若あゆ博
発表の能力を身に付けさせるために，パビリオン方式で若あゆ博を開き，グループ発表資
料と個々の発表資料を作成し，参観者（生徒，保護者など）の前で発表する機会を設けてい
る。発表の資料は，掲示資料，パソコンによるプレゼンテーション，紙芝居，ＶＴＲ，寸劇
など多彩な形式が見られた。平成１３年度は，１０月２４日に２学年が，１１月８日に３年
生，１２月５日に１年生が若あゆ博を行った。平成１４年度も，同じように計画している。
エ 評価の工夫
「若あゆ」の時間を進める上で，生徒の活動内容と自己評価について日々観察できるよう
に，ポートフォリオ評価を取り入れ，次のカードを作成した。

○活動記録振り返りカード（毎時間の蓄積として）
○一日の振り返りカード（一日ごとの蓄積として）
○自己評価支援カード（上記 )の感想・反省を自由に記述できるように）2

２ 調査・資料・環境研究班の取り組み
( ) 保健安全計画作成1
◎ 平成１３年度・１４年度保健安全計画の作成
・ 生徒の生活行動目標の検討
・ 学校行事等（健康安全・体育的な行事）との関連の見通し
・ 保健安全教育，保健安全管理，組織活動の見直し

( ) 環境整備2
① 教室環境
保健安全コーナーの設置
掲示内容としては，安全面で緊急避難名簿，避難経路図などを掲示し，保健面では，今月
の目標，保健だより，健康標語などを分かりやすく掲示することにより意識付けを図った。

【安全面】
緊急避難名簿 ―― 緊急時の持ち出し，確認
避難経路図 ――― 第１，第２避難経路
避難訓練自己反省カード ― 訓練時の反省

【保健面】
今月の目標 ――― 保健安全計画に基づき
保健ニュース ―― うがい，手洗いの励行

諸病気に対策，特集
健康標語 ――― 生徒より募集，決定

（ ， ）保健だより ――― 月刊 保健行事 諸連絡

② 校舎内環境
ア ２階踊り場掲示板
２階踊り場の掲示板は，保健・安全コーナー
として活用し下記のような内容の掲示物を掲示
した。
・ 保健安全についての連絡
・ 交通安全関係
・ 効果的な歯磨きの仕方
・ 保健ポスター（薬物関係）等

イ ３年２組前廊下掲示板
３年２組前の廊下には 「若あゆ」の時間につ，
いての学習の足跡が分かるような掲示とし，生
徒がいつでもふり返ることができる環境に務め
た。
・ 分野別グループ
・ 研究のあしあと（生徒活動の様子を含）
・ 事業所訪問計画（マナーガイド）等
・ 連絡 など ア ２階踊り場掲示板の様子
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イ ３年２組前の廊下
「若あゆ」の時間の足跡の様子

ウ 個人の目標（学級掲示用）
各クラスで掲示している個人個人の目標に，保健・安全の目標も掲示。各学級それぞれに
工夫のある掲示物となっている。

( ) 生徒の実態の把握3
１年次（平成１２年度）から３年間，生徒の実態アンケートを実施し，各学年での重点学習内
容や「若あゆ」の時間でのテーマの設定や生徒の変容の分析を行った。
① アンケート調査の結果から

朝食を毎日食べている生徒が増加している。８０．６％の生徒が「毎日食べている」と回
答しており，食に関する指導の効果が少しずつ現れている。一方 「いつも食べていない」，
と回答した生徒が４．０％いる。個別指導や家庭への啓発をさらにしていく必要がある。

年々，朝夜の歯みがきを実施している生徒の割合が高まっている。歯に関する指導や昼の
歯みがきの習慣化等がよい効果を上げていると考えられる 「時々している」を含めると９。
５％以上の生徒が，朝夜の歯みがきを意識して取り組んでいることが分かる。一方，数パー
セントであるが全く夜の歯みがきの習慣がない生徒がいる。むし歯の予防と歯みがきの関係
等について個別指導していくことが今後の課題である。

あなたは毎日朝食を食べていますか
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平成１４年度は１３年度と比較すると 「きちんと通っている」と回答した割合が５８．，
９％とやや減少したが，守っていないと回答した生徒の割合が年々減少しており，全体とし
て交通安全を意識し，行動していると考えられる。

② 通学路調査（自転車通学者，地区別通学者，通学路の危険箇所 など）

( ) 行事・集会の活性化4
① 避難訓練
１学期：地震火災想定， ２学期：不審者想定， ３学期：火災想定，消火体験

平成１３年度 ３学期消火体験 平成１４年度 １学期地震（起震車体験）

② 自転車安全点検 （北茨城市自転車協会との提携）

③ 保健集会の実施
保健集会は，全校生徒を対象に保健・給食委員会の生徒が中心になり，食物と飲料水に含
まれる糖分について，歯の大切さや薬物防止について分かりやすく発表を行う。ゲストティ
ーチャーとして，学校歯科医や県警の婦警さんやフレンド号などの活用も見られた。

平成１３年度 歯の集会

平成１４年度 薬物乱用防止集会

登下校の時，横断歩道や歩道，自転車通行帯をきちんと通っ
ていますか

58 .9

65 .0

52 .2

37 .7

31 .1

42 .1

3.4

3 . 9

5 . 7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１４年度

１３年度

１２年度

きちんと

時々別の所

守っていない



- 17 -

④ 教育講演会
， ，全校生徒及び保護者や地域の人たち 北茨城市内の先生方とともに教育講演会を実施し

貴重なお話を聞くことができた。

１年次（平成１２年 「薬物の恐ろしさについて」）
講師 県立友部病院 中村 恵先生

２年次（平成１３年 「思春期と性」）
講師 村瀬幸広先生

３年次（平成１４年 「中学生の心とからだ～より幸せ）
になるために」安達倭雅子先生

( ) 地域との連携5
① 学校保健委員会での啓発
対象：学校三師，保護者（ＰＴＡ役員・専門委員長 ，）
学校職員（１０名 ，）
・ 健康診断の結果
・ 生活についてのアンケート調査，体力テストの結果
・ 保健室の利用状況（主訴別状況，欠席状況） など
② ＰＴＡ生活委員との連携
・ 地域パトロール（長期休業中）
・ 学区内危険箇所の点検（横断歩道，防犯灯などの設置要望）
・ 車地区の横断歩道設置（交通危険箇所）
・ 地区との協力で防犯灯の設置（要望）

３ 実践事例

( ) 実践事例１（保健学習）1
題材 もしお酒を勧められたら
本時の学習
① 本時のねらい

（関心・意欲・態度）○前時に学習した内容を確認し，飲酒の害についての認識を高める。
（思考・判断）○ワークシートに基づいた断り方を考えることができる。
（技能・表現）○ロールプレイングで飲酒の勧めに対して断ることができる。

② 展 開

流 時
学 習 活 動 ・ 内 容 支援の手だて(○)と評価(＊)

れ 間

１ 本時の学習内容を知る。 ○ 前時の学習を振り返り飲酒の害について確認す
つ る。 （Ｔ１）
か もしお酒を飲むように ・資料の提示（写真など）
む 勧められたら
５ ○ 自由に発表させるようにし，積極的に活動させ

るための雰囲気をつくる。
分 ２ お酒を飲み始めるきっかけは
どのような場面か考え，話し合 ○ 事前に身近な人の飲酒のきっかけを調べるよう
う。 に指示しておく。 （Ｔ１）

深
め ・いつ ＊ 自分の周りにはたくさんの飲酒の機会や誘惑が
る ・どこで あることに気づくことができたか。

・だれに （観察・発表）
・お正月 ・カラオケボックス ・クリスマス
・誕生会 ・お祭り など

３ グループごとに実際にお酒を ○ 机間指導で進行状況を把握し援助する。
勧められたらどんな行動をとる （Ｔ１）
か考える。 ○ ロールプレイングの流れや約束については事前

に確認しておく。 （Ｔ１）
○ 断り方を考えつかない生徒や，断り方に偏りが・友達から勧められた場合のグループ
ある班には，断り方のヒントカードを配布する。・先輩から勧めれれた場合のグループ

（Ｔ１，Ｔ２）・親類から勧められた場合のグループ
環

○ 教師はどのグループともロールプレイングがで35
境 ( )自分なりの断り方を考え，ワ きるようにする。 （Ｔ１，Ｔ２）1

ークシートに記入する。 ○ 活動に参加できないと思われるＩ子には友達の
を 分 ロールプレイングをみて，効果的な断り方を見つ

けるように援助する。
変

( )録音テープや先生を相手にロ ○ 強い意志を持った断り方や弱気ながらも確実に2
え ールプレイングを行う。 断る方法など生徒の特性を生かした断り方も認め

たい。
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る
＊ ロールプレイングに参加し，積極的に断ること

( )お互いの発表について感想を ができるようになったか。3
発表する。 （ワークシート，観察，発表）

○ グループ内で，人間関係を損なわない上手な断
り方をした人を選ぶよう支援する。

（Ｔ１，Ｔ２）
○ 自分にも活用できる断り方は何かを考えながら
代表の発表を見るよう指示する。10

（Ｔ１）
分 ４ 代表のロールプレイングを見 ＊ 代表のロールプレイングを見て，自分のものと
て，自分との違いを考え，本時 比べ，違いに気づくことができ，まとめることが
のまとめをする。 できたか。 （ワークシート，観察，発表）

③考察
ア 成果

， ， ，ビデオや資料から 飲酒が体に及ぼす悪影響について理解を深め 自分の命を落とすこと
更に家族や友達まで不幸にしてしまうことなどを，自分のものとして，とらえることができ
た。また，ロールプレイングでのお酒の勧められた時の断り方の学習では，全員が自分なり
の断り方を体験できた。また，自分の意志をしっかり相手に伝えることの難しさを体験する
ことができた。

カセットテープを相手に
ロールプレイングをする様子

自分たちで考えたシナリオ通りに断り
方ができるか，カセットテープで実演し
ています。

教師を相手にロールプレイングをする様子

教師がお酒を勧める役で，生徒とロールプレイ
ングをしている様子。少し強引に進められて困っ
ている様子が伺えた。

イ 今後の課題
ロールプレイングの時間の十分な確保を考え，導入部分にあまり時間をかけずに進めたた
め，断るときお酒の害について，理由にあげている生徒が少なかった。また，ロールプレイ
ングの経験が少なく，恥ずかしさもあってか役割演技が，うまくできずに，ただ文を読んで
いるだけになってしまった生徒もいた。
授業では，シナリオをしっかり作らせる時間の確保や，身振り手振りを入れて，その役に
成りきることへの援助が必要であると考える。

ウ 講師指導
(ｱ) シナリオ作成の時間とロールプレイングの時間をそれぞれ１時間扱いとし，合計２時間
扱いにすると有効に学習ができる。
(ｲ) 役割演技をスムーズに行うためには，名札などで分担をわかりやすくすると良い。
(ｳ) ロールプレイングの始めと終わりの合図を明確にすると良い。
(ｴ) 受け答えを３種類準備すると良い （攻撃的，受動的，自己主張的）。
(ｵ) 教師が，実際にロールプレイングのやり方を実演してみせると，分かりやすい。
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Ⅲ 研究の成果と今後の課題

１ 研究の成果
( ) 仮説１について1
○ 課題解決学習を通して，保健・安全に関する課題に取り組むことにより，食事に気を遣った
り，けがの予防やＲＩＣＥ処置の方法や応急処置法などが分かったりと，自分の健康や安全に
気を付けて生活ができるようになってきた。
○ ライフスキル学習のブレインストーミングやロールプレイングの授業を通して，問題に対処
する具体的な方法が分かり，自信がもてるようになってきた。
○ 生徒自らが，自分の健康に気をつかって生活ができるようになってきた。

( ) 仮説２について2
○ 基本的なプロセスで学習に取り組むことにより，自分や自分の周りの人々の環境について関
心を持ち，健康で安全な生活習慣を身に付けようとする姿が見られた。
○ 「若あゆ」の時間では，調べ学習の具体的な方法が分かり，全体の場で誰もが発表体験をす
ることにより，どの生徒も自信を持てるようになった。
○ 教師も生徒のよい変容を多く目にすることで，より研究の深化を図ることができた。
○ 「若あゆ」の時間の取り組みにより，生徒はもとより教師も健康や安全についてより考える
ようになった。
○ 学校三師の方々や救急救命士，学校栄養職員などのＧＴの協力で，より分かりやすく専門的
な話を聞くことができたり，具体的な体験ができたりと意欲的な授業ができた。
○ 若あゆ博を見学し，家庭や地域などで健康や安全に対する話題で，自分のライフスタイルを
見直そうとする広がりも見られた。

２ 今後の課題
○ ライフスキル学習の効果を高めるための授業のあり方について，さらに研究を深める必要が
ある。
○ 学級活動では，複数時間取り扱いで計画を立てたが，週１回の学級活動では，話し合い活動
や，進路指導，他の行事等とのかかわりもあり，年間を見通した計画が必要となる。
○ 「若あゆ」の時間の授業の効果を上げるために，評価面での研修を深める必要がある。
○ ＧＴでの授業の効果を上げるため，地域人材を発掘し，人材バンクの充実を図る。


